
学校だより 令和５年６月１２日

第 ５ 号 伊勢崎市立三郷小学校

授業参観を開催いたします。６月２０日（火）は１・３年、２２日（木）
は４・６年、２３日（金）は２・５年の予定でおります。詳細は学年・学級
通信をご覧いただければと思います。
我が子の成長の姿、一生懸命頑張る姿を是非ご覧いただくとともに、

各ご家庭で、頑張る我が子を思いっきり褒めてください。大人もそうで
すが、褒められればさらに勇気百倍、「よ～し、もっと頑張るぞ！！」となるわけです。
「子どもをよく観察し、良い行動・良い面を見つけ、認め、ほめて、励ますことで、自信を

付けさせ、『次も頑張ろう！』 という意欲を引き出すこと」を、学校でも家庭でも積極的に
していきましょう。
保護者の皆様方におかれましては、ご多用の折かと存じますが、ご来校・ご参観ください

ますようお願い申し上げます。

令和６年２月２８日（水）に、「三郷小学校創立１５０周年記念式典」
を開催する予定です。本校の創立は１８７４年（明治７年）２月２８日で
す。
記念式典を開催する目的は以下の３つです。

（１） 本校創立以来の１５０年の歴史を顧りみて、先輩や地域の方々・関係機関等の多く
の努力の上に、現在の本校が存在することを知るとともに、感謝の気持ちを持つ。

（２） 本校のよき伝統を理解するとともに、ふるさと三郷への愛着と誇りを持ち、今後の
発展に向けての決意を新たにするための場とする。

（３） 当該行事を通して、児童・教師・保護者・地域住民・関係機関等との信頼関係・絆
・連帯感を深めるとともに帰属意識を高める。

６月８日（木）の夜、「第１回実行委員会」を開催し、式典の内容や記念誌、記念品等に
ついて協議しました。詳細等は、また何らかの形でお伝えできればと考えております。
なお、実行委員会は現PTA本部役員と学校職員で構成されており、必要に応じて歴代

本部役員等の方々にご助言をいただくことにしております。

６月９日（金）に、税金についての理解を深めるために、
６年生を対象に「租税教室」を開催いたしました。伊勢崎
法人会女性部会長の杉原みち子さんを講師にお招きして、
税金の役割や種類、使い道等々について詳しくわかりやす
く教えていただきました。子どもたちは１億円の札束を再現
したレプリカにも実際触れて、「重い」と驚いていました。
伊勢崎市役所の広報課の職員の方が、取材に来校され

ましたので、もしかすると広報「いせさき」に掲載されるか
もしれません。（掲載されない場合もあります）

「授業参観」子どもの成長をご覧ください

三郷小学校創立１５０周年記念事業

「６年租税教室」を開催しました



「三郷っ子だより」第４号を発行以降、上毛新聞に掲載された本校児
童の力作を以下に紹介いたします。
子どもの感性っていいですね。

＜６月１日（木）「上毛ジュニア俳壇」掲載＞
シャボンだまおたからみたいなものがはいってる ３年 高柳 陽太さん
がくどうでぼくよりちいさいいちねんせい ３年 柿沼 玖龍さん
しんがっきげんきいっぱいこえをだす ３年 神崎 兼臣さん
はじめてのかんらんしゃのりさくら見る ３年 吉川 紗羅さん
さくらがねおどりながらさっていく ６年 髙橋 あかりさん

＜６月５日（月）「上毛ジュニア俳壇 朝の一句」掲載＞
昼休み外で遊んであせをかく ６年 堀 蒼介さん

＜６月８日（木）「上毛ジュニア俳壇」掲載＞
新緑の木もれびの下お弁当 ５年 松本 芽依さん
水そうの中に夕日が差しこんだ ６年 小野 美桜さん

６月７日（水）に、上毛ジュニア俳壇の選者である鈴木伸一先生を講師にお招きして、５
年生を対象に「俳句教室」を開催しました。
俳句をひねるポイントや季語についてたくさんご指導をいただきました。
５年生たちは、実際に夏の季語を使って思い思いに、楽しそうに俳句をひねっていまし

た。以下はその模様を掲載した新聞記事です。（６月８日木曜日 上毛新聞１６面）

「餅は餅屋」と言います。「俳句教室」も「租税教室」も、その道のプロに教えていただく
ことの教育的意義は大変深いものがあると思います。

子どもたちのみずみずしい感性

「５年俳句教室」を開催しました


